
 今年度大変お世話になりました 

 

 ３月、旅立ちの月。３年生はそれぞれの進路へ、在校生は進級。玉川中学校で過ごした期

間はそれぞれですが、区切りの３月。良い旅立ちとなってほしいものです。 

 

 コロナ禍から、「元の日常」へ変わりつつあった本年度。３年間のコロナ禍での生活は、

子供たちにも大人にも大きな影響がありました。 

「人との接触」。３年間マスクを着け続けたこと（表情が見えません）、黙食（食事は楽し

いもの）、会話の距離（近すぎず遠すぎずを自然と学べない）。 

 

しかし、目の前の生徒たちはこの一年それを乗り越えてきました。日々の授業、学校行事、

部活動一つ一つ「今、出来ることを、出来る範囲で」そして、ただ以前に戻すだけではなく

「よりよいもの」になるように。 

 

卒業生を含め、在校生もこの３年間、いや日本中、世界中が経験したことのない予想不可

能な事態を経験しました。世界が日本が、ときがわ町が、玉川中学校がコロナ禍からの脱却

を目指しています。 

 

昨年から、メジャーリーグ中継をみていても日本と外国ではコロナ対策が異なっていまし

た（マスク、人との距離、声出し応援 等）。何が正しく（ベストではなくベター）、人類共

通に必要とされているものなのか。 

 

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌といった旧来からある情報コンテンツ。インターネット等パ

ソコン、スマホから入ってくる新たな情報コンテンツ。自らが情報を取り寄せ、判断し、取

捨選択し、自分の考えや行動を決定していく。これから生きる生徒の皆さんはこれまで以上

に自己決定の機会が求められていきます。 

 

自己決定① 先日風疹の抗体検査を受けてきました。かかりつけのお医者様に掲示してあ

る案内の年齢幅が該当していたからです。お願いし、抗体検査を受けました。問診票を記入

しながら自分自身のことがよく分かっていないことに驚きました。（抗体はついていたので

予防接種の必要はありませんでした） 

 

自己決定② 「お薬手帳」を持っていなかった自分。今後来るといわれる首都直下地震関

連番組を見ていました。「服用薬について、お薬手帳があった方がいい」と聞き、三連休中

に皮膚科受診の際に、院外薬局でお薬手帳をつくっていただきました。さあ、今度高血圧の

お薬いただくときにはお薬手帳を提示してシールを貼っていただこう。 

 

小さな自己決定二つ。出来ることから始めましょう。 

自信と誇りを持って行動できる生徒の育成  
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４月の行事予定 
 

                                                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２８日 町ワンデーウオーク ４月３０日 玉中開校記念日 

１ 

 

月  

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金 準備登校（新２，３年生） 

６ 土  

７ 日  

８ 月 始業式 入学式 

PTA 本部会 

９ 火 短縮③ 登校指導 身体測定 

教科書配布 自転車点検 

10 水 短縮④ 給食開始 

11 木 短縮④ 避難訓練  

新入生歓迎会 

12 金 短縮⑤ 交通安全教室 生徒

会専門委員会 PTA 新旧理事会 

13 土  

14 日  

15 月 仮時間割開始 

16 火 昼清掃日課  

生徒個人写真撮影 

17 水 昼清掃日課  

授業参観・懇談会 

18 木 集会日課 全校集会 

全国学力学習状況調査３年 

19 金 耳鼻科検診 １３：３０～ 

20 土  

21 日  

22 月 教育相談週間 本時間割開始 

前期人権教育集中指導週間 

23 火  

24 水 内科検診 １３：３０ 

25 木  

26 金 眼科検診 

27 土 土曜授業 部活動保護者会 

PTA 総会 

町長様来校 

２月２９日ときがわ町町長渡邉一美様が

来校され３年生にキャリア教育の講演、質疑

等を行っていただき交流していただきまし

た。 

都幾川、玉川の由来について、町の今後に

ついて、ご自身のキャリアについて生徒にご

講話いただきました。また、生徒からもとき

がわ町のこれからについて質問させていた

だき、丁寧にご回答いただきました。 

間もなく卒業の３年生。郷土ときがわに一

層愛を深め、かつ日本を背負って立つ人材に

なることを期待します。 

 
 

 



 


